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田空わがまち自慢
ＡＳＯ田園空間博物館では地域とタイアップした散
策イベントを随時開催しています。
地域活動を活発に行っている団体の取り組みを紹介
する「田空わがまち自慢」。第 6 回目は、坂梨地区を
中心に活動している「坂梨宿場會」のメンバーから
お話を伺いました。

愛
情
と
誇
り
が

持
て
る
地
域
に

　
住
地
域
の
良
さ
を
認
識

し
、
生
活
環
境
や
景
観

の
保
全
整
備
、
文
化
や
歴
史
、

遺
産
に
つ
い
て
の
研
修
、
保
存

と
再
生
再
現
を
実
践
し｢

自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る｣

と
い
う
意
識
の
高
揚
を
地

域
に
浸
透
さ
せ
、
郷
土
に
対
す

る
愛
情
と
誇
り
が
持
て
る
活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
平
成
11
年
に
坂
梨
の
有
志

16
名
で｢

坂
梨
宿
場
會｣

を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

　
梨
宿
場
會
結
成
後
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
に

愛
着
が
持
て
る
よ
う
坂
梨
地
区

の
歴
史
を
学
ぶ
勉
強
会
を
継
続

的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
毎
月
13
日
に
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
坂
梨

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

第 6 回

　
ま
た
、
結
成
当
初
か
ら
継
続

し
て
天
神
橋
周
辺
の
清
掃
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
つ
く
る｣

を
実
践
し
て

い
ま
す
。
清
掃
活
動
の
ほ
か
に

も
景
観
の
保
全
活
動
と
し
て
、

坂
梨
宿
場
の
昔(
江
戸
時
代)

の
雰
囲
気
を
後
世
に
伝
え
、
ま

た
、
地
域
の
人
た
ち
・
子
ど
も

た
ち
が
夜
道
を
安
全
に
歩
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
各
家
々
に
常
夜
灯
の
設
置

に
も
取
り
組
み
、
そ
の
風
景
は

坂
梨
宿
場
町
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
で
、
残
念
な
が
ら
常
夜
灯
が

ほ
と
ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
も
う
一
度
、
常
夜
灯
の

あ
る
ま
ち
な
み
を
取
り
戻
し
た

い
で
す
。

坂梨宿場會の皆さん

1
1坂梨宿場通り清掃活動の様子

居坂

広
告
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平
成
18
年
か
ら
、
年
に
２
回

程
度
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

と
協
力
し
、
散
策
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
が
地
域
案

内
人
と
な
っ
て
坂
梨
宿
場
町
の

案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
案
内

の
際
に
坂
梨
宿
場
町
の
良
さ
が

十
分
伝
わ
る
よ
う
宿
場
通
り
の

中
心
に
案
内
板
を
設
置
し
た

り
、
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
に
は

天
神
橋
、
天
神
社
、
子
安
観
音

な
ど
の
名
所
旧
跡
の
ほ
か
、
区

内
の
商
店
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
お
店
に
立
ち
寄
っ
て
食
べ

歩
き
な
ど
も
で
き
る
よ
う
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平

成
18
年
３
月
に
は
『
く
ま
も
と

県
民
文
化
賞
』（
地
域
文
化
活

動
部
門
）
を
受
賞
し
、
平
成
25

年
３
月
に
は
坂
梨
宿
場
町
が
、

熊
本
県
内
に
残
る
歴
史
的
、
伝

統
的
な
町
並
み
、
後
世
に
残
す

べ
き
町
並
み
と
し
て
『
く
ま
も

と
歴
町
50
選
』
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
坂
梨
宿

場
町
の
歴
史
、
伝
統
的
な
町
並

み
を
後
世
に
残
し
て
い
け
る
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

マ
ッ
プ
を
通
し
て

地
域
に
情
報
発
信

　
梨
宿
場
會
で
は
、
自
分

た
ち
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
坂
梨
宿
場
町
で

起
き
た
出
来
事
や
活
動
報
告
を

毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

『
坂
梨
宿
場
史
跡
案
内
図
』
と

い
う
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
坂
梨

に
あ
る
歴
史
的
史
跡
や
立
ち
寄

り
処(

お
店)

を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
は
一

見
、
観
光
目
的
の
外
向
け
の
取

り
組
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は｢

自
分
た
ち
の
住
む
坂
梨
が
歴
史

あ
る
地
域
で
あ
り
、
住
ん
で
い

る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
と
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
坂
梨
に
住

む
人
、
そ
し
て
阿
蘇
市
民
に
坂

梨
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
人
に
共
有
し
て
も

ら
い
た
い
。｣

と
い
う
思
い
で

あ
り
、
坂
梨
宿
場
會
立
ち
上
げ

2

3

2阿蘇市をさるこ
う！案内のようす

3くまもと歴町 50
選の認定プレート

現

坂

広
告

時
か
ら
変
わ
ら
な
い
地
域
を
中

心
に
置
い
た
、
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
が
念
頭
に
あ
る
か
ら

で
す
。

こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
差
し
て

　
在
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
が
進
み
、
後
継
者
不

足
が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
若
い
人
に
も
坂
梨

宿
場
會
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
若
い
力
で
新
鮮
な
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
も
っ
と
魅
力

あ
る
會
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
坂
梨
宿
場
町
に
は
歴

史
的
な
資
料
が
膨
大
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

な
か
な
か
読
ん
で
も
ら
え
な
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ら
の
資
料
を
ま
と
め
、
地
域
の

人
た
ち
に
坂
梨
宿
場
町
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
い
、
後
世
に
残

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
続
け
、
坂
梨
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。
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光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
じ
ん
化
工
事
実
施
中

　
市
で
は
災
害
に
強
い
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
二
重
化
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●�

主
な
工
事
場
所　
▽
な
べ
づ
る

線
～
内
牧
停
車
場
線
▽
国
道

57
号
▽
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
▽
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

●
期
間　
２
月
末
ま
で

●
工
事
業
者　
日
本
コ
ム
シ
ス
㈱

問
阿
蘇
市
総
務
課�

情
報
管
理
室

　
☎
２
２
‐
３
２
５
３

　
お
５
５
‐
３
２
５
３

う
な
ぎ
の
採
捕
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、

熊
本
県
内
全
域
で
、
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
う
な
ぎ
の
採
捕
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

●
採
捕
禁
止
の
水
産
動
物

　
全
長
21
㌢
を
超
え
る
う
な
ぎ

●
禁
止
期
間　
３
月
31
日
ま
で

●�

禁
止
区
域　
熊
本
県
内
の
海
面

及
び
内
水
面

●�

対
象
者　
漁
業
者
・
遊
漁
者
を

含
む
全
て
の
人

※�

参
考　
従
来
か
ら
、
熊
本
県
内

水
面
漁
業
調
整
規

則
及
び
熊
本
県
漁

業
調
整
規
則
に
基

づ
き
、
年
間
を
通

じ
全
長
21
㌢
以
下

の
う
な
ぎ
は
採
捕

禁
止
。

※�

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問�
熊
本
県
農
林
水
産
部
水
産
局

　
水
産
振
興
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
６

身
体
障
害
者

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

訓
練
生
募
集
中

●�

訓
練
内
容　
情
報
処
理
技
術
習

得
訓
練　
２
年
間

●�

訓
練
場
所　
身
体
障
害
者
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
益
城
町
）

●�

応
募
資
格　
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
込
み
を
し
、
高
校

卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し

た
方
で
、
特
別
な
介
助
を
必

要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

●
定
員　
10
人

●
募
集
締
切　
１
月
21
日
㈫
ま
で

●
費
用　
年
間
２
万
円
程
度

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、

社
会
参
加
を
応
援
す
る
た
め
、
そ

の
指
導
者
と
な
る
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

●�

と
き　
２
月
１
日
㈯・８
日
㈯・

15
日
㈯
・
22
日
㈯
・
３
月
１

日
㈯

●�
と
こ
ろ　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本�

九

州
熊
本
事
業
部�

研
修
室
（
熊

本
市
中
央
区
桜
町
３
‐
１
）

●�

受
講
費
用　
３
万
２
５
０
０
円

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
㈶
熊
本
さ

わ
や
か
長
寿
財
団
か
ら
５
千

円
の
補
助
が
出
ま
す
）

●�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.saw

ayaka.or.jp/
問�

㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
生
募
集

　
熊
本
労
働
局
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練「
Ｏ
Ａ
事
務
技
術
基
礎
科
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
失
業

中
の
方
を
対
象
に
厚
生
労
働
省
の

認
定
を
受
け
た
民
間
訓
練
施
設
で

の
訓
練
を
受
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
制

度
で
す
。

　
受
講
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
職
申
込
み
を
行
い
、
職
業

お
知
ら
せ

募

集

農林水産大臣から感謝状が贈られました
　「統計の日」を記念して、農林水産省が実施する農林水産統
計調査に永年にわたってご協力いただいた方々に対し、その
功績を称え農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　ことし阿蘇市からは、池田末廣さんが農業経営統計調査に
永年協力されたことにより受賞されましたのでご紹介いたし
ます。

池田末廣さん
（小池）

◎「統計の日」…１０月１８日は、昭和４８
年７月の閣議了解により、「統計の日」と定
められました。これは、統計の重要性につい
て、国民の皆様に関心と理解をもっていただ
き、統計調査に対する一層の協力を推進する
ことを目的に設けられたものです。
　この１０月１８日は、我が国における近代
産業統計の源である「府県物産表」に関する
太政官令が布告された明治３年９月２４日
を、太陽暦に換算した日が１０月１８日だっ
たことによります。
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火 災
件数 累計 前年同月比

建 物 0 件 7 件 ー件  　
林 野 0 件 4 件 1 件  増
車 両 1 件 4 件 2 件  増
その他 1 件 1 件 1 件  減

事 故
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数字 で阿 蘇 市 を
見 て み よ う

人の動き

（11月 30日時点）

件数 累計 前年同月比
発生事故 4 件 102 件 33 件  減
死 者 1 人 5 人  4 人  増
負傷者 5 人 148 人 46 人  減

人数・世帯 前月比
人 口 28,207 人 28 人 減
男 性 13,306 人 13 人 減
女 性 14,901 人 15 人 減
世 帯 11,240 世

帯 9 世
帯 増 相

談
を
経
て
訓
練
受
講
の
必
要
性

の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
２
月
３
日
月
ま
で

●
訓
練
期
間　

　
３
月
７
日
～
６
月
６
日

●�

訓
練
会
場　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
阿
蘇
校

（
阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
）

●�

費
用　
入
学
金
や
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
１
万
４
０
０
円
程
度
の

自
己
負
担

●�
訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計

算
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

知
識

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇(

申
込)

　
☎
２
２
‐
８
６
０
９

消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
の
種
類

▽
甲
種
全
類

▽
乙
種
全
類

●
試
験
日　
３
月
16
日
日

●
試
験
地　
熊
本
市
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今月号から、事故や火災、ごみの数値を掲載します。

　阿蘇市における事故や火災の防止啓発と、ごみ排出量
の抑制意識の高揚のため、今月号から「数字で阿蘇市を
見てみよう」の掲載をスタートしました。
　毎月の数字をご確認いただき、事故、火災の防止とご
みの排出量抑制に努めましょう。

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 623.1㌧ 21.1㌧  減
資源ごみ 79.6㌧ 11.5㌧  増
不燃ごみ 4.9㌧ 3.7㌧  増
1 人当たりの量 827㌘ 7㌘  減

※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り
組んでいます。

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
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確認しましょう！最低賃金

６６４円 時間額

問熊本労働局労働基準部賃金室 ☎ 096-355-3202

[ 発効日 ] 平成 25 年 10 月 30 日

熊本県のこれまでの最低賃金653円から11円アップ




